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1. はじめに 

近年，導入が進むチームスポーツにおける審判補助

用システムは，導入コストが高く，競技場の制約もあるこ

となどから，その恩恵を受けられるのは，一部のスポー

ツのトッププロレベルや国際マッチレベルの試合に限ら

れている．そこで，著者らは，安価かつ簡易的なシステ

ムの実現可能性の検討を目的とし，ジェスチャー認識

技術と簡易ドローンを用いた初期的システムの試作を

進めてきている[1]．本稿では，初期的システムの現在ま

での試作結果と，同時並行的に進めている評価用シミ

ュレータについて報告する． 

2. 初期的システムの概要 

図1に，試作した初期的システムの構成を示す．図示

するように，使用する機器は，簡易ドローン Tello 

EDU[2]，GPU搭載ノート PC，小型Wi-Fiカメラ G1，ス

マートフォンである．また，GPU 搭載ノート PC 上のプロ

グラムは，簡易ドローンの撮影映像から，OpenPose[3]を

利用し，審判を追跡したり，審判のジェスチャーを認識

するものである．なお，このプログラムは公開プログラム

[4]をベースに拡張したものである．また，審判は特定の

色の腕章を付けていると仮定している．本システムでは，

審判は保有するスマートフォンでプレー動画をリアルタ

イムや録画で確認できるようになっている． 

3. 初期的システムの評価 

初期的システムの評価のため，模擬的に試合状況を

作り，動作確認実験を実施した．図 2 のそのときの様子

を示している．図示されるように，本システムにより，簡

易ドローンが審判を識別し，小型Wi-Fiカメラにより審判

補助に必要な画像が，撮影されていることが分かる．更

なる評価のため，動作確認実験後，スポーツ審判経験

者やドローン製造企業にヒアリング調査も実施した．紙

面の関係上，詳細は割愛するが，その結果から，多くの

改善点や課題はあるものの，実現可能性について一定

の見通しを得ている．． 

4. 検証用シミュレータの試作 

現在，実際の試合に近い状況での動作検証を簡便

に実施できるよう，検証用シミュレータも試作している．

図3に試作中の画像例を示す．本シミュレータは，Unity 

2020上で， 3Dモデル[5]などを用いて試作している．  

5. 今後の課題 

今後，初期的システムの改良や検証用シミュレータの

試作を進める． 

 

図 1 試作した初期的システムの概要 

図 3 検証用シミュレータ画像に OpenPose[3]を適用した様子 
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図 2 プログラム上の画像例（左）と小型 Wi-Fi カメラの 

撮影画像例（右） 
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